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1.　本研究室では，豆類のアントシアン色素について

研究を続けて来た。しかし，キヌガサクロダネイングン

の報告をまだ見ないので本実験を試みた。キヌガサクロ

ダネイングンにはアントシアン色素が認められ，この色

素成分について単離，結晶化，同定を試みたのでその結

果を報告する。

2.　本学内で栽培したキヌガサクロダネイングンの種

皮を0.5% 塩酸－メタノールで冷浸し，抽出液を集めて

減圧濃縮後，カラムクロマト法，マスペーパークロマト

法により分別結晶化 をはかり，呈色反応, Rf 値，吸収

スペクトノレ，加水分解物，部分加水分解等を調べ同定を

行なった。

3. キヌガサクロダネイングンの種皮中には，ペーパ

ークロマトグラフィーにより少くとも４種類の色素が認

められた。得られた結晶のうち１種は標品とRf 値 が一

致すること，加水分解によりデルフィニジンとグルコー

スから構成され，吸収スペクトル，呈色反応などより，

デルフィニジンー3－モノグルコサイドであるこ とを認め

た。また他の２種はMicro-Zeisel 法により, それぞれ

メトキシル基を持つことを見出した。


